
遮塩性試験結果① 10%NaCl溶液浸漬
W/C=55%の普通ポルトランドセメントを使用したコンク

リート供試体を10%NaCl溶液に1年間浸漬した後、塩

化物イオン濃度分布を確認した。

その結果、「Ｔ＆Ｃ防食-塩害用-」を塗布することでコ

ンクリート内部への塩化物イオンの浸透（見掛けの拡

散係数）を無処理の場合と比較し80%以上低減でき

ることを確認した。

（試験機関：東洋大学 福手研究室）

遮塩性試験結果② 電気泳動試験
W/C=55%の普通ポルトランドセメント、高炉セメントB種を使用

した厚さ5cmのコンクリート供試体に、電気泳動試験を実施し

た。

その結果、「Ｔ＆Ｃ防食-塩害用-」を塗布することでコンクリー

ト内部への塩化物イオンの浸透（実効拡散係数）を無処理の

場合と比較し80%程度低減できることを確認した。

（試験機関：東洋大学 福手研究室）

T&C防食‐塩害用‐は、性質の異なる2種類の含浸材をコンクリー

ト表面に塗布することで、質感そのままに緻密化と疎水性を同時に

付与する工法です。

塩化物イオンなど劣化因子の侵入を効果的に抑制し、コンクリート

構造物の耐久性を飛躍的に向上させます。

T&C防食-塩害用‐の特徴

T&C防食-塩害用‐の性能

NETIS登録番号

HKK-110001-VR

①抜群の塩化物イオン侵入抑制効果を発揮します。

②コンクリート表層を緻密化し、且つ疎水性効果を付与します。

③速乾性に優れ、海洋環境において高い施工性を有します。

④高い安全性能を保有し、環境汚染の心配はありません。



クリスタルNCP工法の性能
試験規格：「農業水利施設保全補修ガイドブック（H26）」

無機系被覆工法品質規格準拠
試験機関：（株）中研コンサルタント、島根大学

試験方法：JSCE K561準拠

供試体：USCPモルタル

試験結果：農業水利施設の補修・補強工法の開水路に求められる

各種条件による付着性品質規格を満足することを確認。

保護材の性能試験結果（土木学会規準）
試験機関：東洋大学 福手研究室

試験方法：JSCE K571準拠

供試体：クリスタルNCP工法A液＋B液

試験結果：土木学会表面保護工法の性能評価は

すべてグレードAを確認。

〈モルタル基盤〉

― クリスタルNCP工法

・ ブランク

外観：変化なし

清水噴霧時：はじく

クリスタルNCP工法の特徴

クリスタルNCP工法は抜群の劣化因子浸入抑止性能を持つハイブリッド

型表面含浸材（けい酸塩系及びシラン系）と、緻密な組織構造を持ち、

各種物性に優れ長期安定性を発揮するポリマーセメントモルタル

（PCM）を併用したコンクリート構造物の補修・防食工法です。

農業農村整備民間技術情報データベース（NNTD） 登録工法【登録番号：1263】
農業水利施設保全補修ガイドブック 掲載工法

（断面修復材はNEXCO断面修復材規格適合品であり、エコマーク認定製品である二瀬窯業社のＰ
ＣＭを主剤として使用。また、表面含浸材は土木学会の表面含浸材の性能評価において全項目

がAグレードに該当します。）

①躯体コンクリート改質効果
摩耗や断面欠損が生じる脆弱化した躯体コンクリートをけい酸アルカリ

水溶液により改質します。

②施工性と安定品質
使用するPCMはNEXCO断面修復材規格適合品。USCPパウダーと

USCPリキッドを練るだけの簡単施工で安定した品質を提供します。

③緻密構造・ひび割れ抵抗
高炉水砕スラグ細骨材配合により緻密な組織構造で長期的な安定

性を保持。ひび割れ抵抗性にも優れます。

④耐摩耗性・劣化因子浸入抑止
表面含浸材塗布により、耐摩耗性のほか、吸水防止性能、遮塩性、

中性化抑止、耐凍害性が向上します。

※含浸深さは標準塗布量での目安です。素地の状態によって異なります。

●●●：劣化因子の

浸入を効果的に抑制



クリスタルストーンNRは1液タイプの珪酸アルカリ水溶液です。コンクリート、モル

タル、スレート等セメント系多孔質基材の表面に塗布することで、内部に含浸・拡

散してゆき、基材表層の孔を充填、改質します。改質された基材表層は安定し

た緻密な保護層となり表面硬度を向上させ、多孔質基材の劣化要因である水

分、塩分、酸性雨、薬品等の侵入を防ぐことにより、すべてのコンクリート構造物

の耐久性向上を可能とする無機質反応型改質剤です。

クリスタルストーンNRの効果

■耐摩耗性試験結果
試験機関：財団法人建材試験センター

試験方法：JIS-K7204

処理材料：ｸﾘｽﾀﾙｽﾄｰﾝNR

試験結果：耐摩耗性の向上を確認。

■透水量試験結果
試験機関：八戸工業大学工学部環境建設工学科

試験方法：JSCE-K571に準拠

処理材料：ｸﾘｽﾀﾙｽﾄｰﾝNR

試験結果：透水抑止性能の向上を確認。
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クリスタルストーンNRの硬化原理

クリスタルストーンNRはSiO2を主成分とする1液タイプの水溶液で、コンクリート、モルタル等の多孔質石造材料に塗

布することで、基材表層５～７ｍｍ浸透、拡散してゆき、基材空隙中に存在するカルシウムイオン、マグネシウムイオ

ン、アルミニウムイオン等とイオン置換反応を起こします。このイオン置換反応によって基材表面の空隙中に珪酸カ

ルシウムを主体とする不溶性ガラス物質を析出し、基材表面を充填します。

□NR浸透空隙

□NR未浸透空隙

〈顕微鏡写真〉〈硬化イメージ〉
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NETIS登録番号

QS-120001-A

テリオスコート美装防汚工法の特徴

テリオスコート美装防汚工法の性能

①耐久性
無機質特有の光沢保持性能により基材を紫外線や雨水は勿論、落書きや排

ガス等の汚染物質から長期的に保護します。

②防汚性
安定した物性を保持する無機材料による処理で、防汚性能(落書きや排気ガ

ス等による汚れが付着しても簡単に除去できる)の向上が期待できます。

③安全性
環境に負荷を掛けない無機質材料を使用すること、重金属類の不使用により

人と地球に優しい環境配慮型の工法です。

促進耐候性試験結果 JIS K5600-7-7準拠
7800時間の促進耐候性試験の結果、テリオスコートNP360

シリーズ4種類すべての上塗り材において光沢保持率が80%

以上を保持しています。
試験機器：アトラスウェザーメーターCi4000（東洋精機社製）、ランプ：キ

セノン、槽内温度：37℃、槽内湿度：50%、試験時間：7800h、評価方

法：光沢保持率

防汚性能 試験結果
テリオスコートNP360KT及びテ

リオスコートNP360QDは一般

財団法人土木研究センターに

おける土木構造物用防汚材

料評価促進試験方法（案）Ⅰ

種・Ⅱ種共に合格しています。

テリオスコート美装防汚工法は高耐久防汚材料「テリオスコート

NP360シリーズ」を使用した環境に負荷をかけない建築・土木構造物

用の無機質塗料による美装・防汚工法です。

防汚対策を必要とするトンネル、アンダーパス等コンクリート構造物か

ら表面保護を必要とする鋼構造物、タイル・石材仕上げ構造物まで幅

広い範囲で効果を発揮します。

浸出試験結果
テリオスコートNP360KT及びテ

リオスコートNP360Gは公益社

団法人日本水道協会における

JWWA Z 108水道用資機材

の浸出試験方法に合格してい

ます。



施工実績写真

工事名：下御糸地区基幹農業水利施設ストマネ事業用水路補修工事 発注者：松阪農林事務所

施工場所：三重県 施工年：2020年 施工数量：4,500㎡ ｔ＝5mm

工事名：岩洞地区導水路コンクリート補修工事 発注者：岩手山麓土地改良区

施工場所：岩手県 施工年：2017年 施工数量：120㎡ ｔ＝7mm

工事名：一般国道202号線他3線交通安全施設等整備工事
施工年：2014年 施工場所：長崎県 施工数量：100㎡

目的：落書き対策、防汚

工事名：創成川通ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ内装塗装工事
施工年：2009年 施工場所：北海道 施工数量：1,862㎡

目的：高光沢、防汚、洗浄回復

工事名：新名神高速道路四日市中工事
施工年：2014年 施工場所：三重県 施工数量：9,750㎡

目的：ボックスカルバート内部塩害対策

工事名：諫早市新野球場建築主体工事
施工年：2017年 施工場所：長崎県 施工数量：5,369㎡

目的：コンクリート部材（スタンド、外壁、梁、柱、上裏）塩害対策

工事名：新平田橋補修工事

施工年：2017年 施工場所：愛知県 施工数量：1,282㎡

目的：中性化抑制

工事名：藤枝東高校教室棟長寿命化改修工事

施工年：2017年 施工場所：静岡県 施工数量：4,919㎡

目的：再アルカリ化・中性化抑制

テリオスコート美装防汚工法

T&C防食-塩害用-

クリスタルストーンNR

クリスタルNCP工法


